
令和５年９月号
自衛隊山形地方協力本部

ジョブサポート：山形地域援護センター

自衛隊山形地方協力本部 山形地域援護センター
場所：神町駐屯地５号隊舎１階西側（隊員食堂南側の隊舎です。）
連絡先：援護センター事務室 内線５４９６または５４９７

◆ 自衛隊山形地方協力本部のホームページを是非ご覧ください！
これまで頂いた退職自衛官からの声を、自衛隊山形地方協力本部のホームページに

掲載しています。右のＱＲコードから入れますので、是非確認してみてください！
今後も随時、退職自衛官の声を募集し、更新する予定です。

文書管理者：自衛隊山形地方協力本部援護課長
保存期間：１年未満（６．３．３１まで保存）

●自衛隊OB紹介コーナー ～自衛隊初の女性防災監～

■ 職業適性検査 毎週火曜日 ０８３０～１２００ ＠山形地域援護センター

きっとあなたも気が付かなかった適性が見つかります！ 約３時間に及ぶ検査ですので、

事前の連絡をお願いします。（連絡先は部隊援護担当または山形地域援護センターまで）

●第２回就職援護教育（定年制）を実施！

尾花沢市役所

地域防災専門員 鈴木伴子氏

再就職に関する認識の向上と再就職への気概醸成を図ります。

○対象者 定年退職予定３年以内の隊員

○開催日 令和５年９月１３日（水）

○場 所 援護センターミーティングルーム

○内 容 就職活動全般、再就職に当たっての心構え、

インターンシップ制度等 教育風景

令和５年４月１日から尾花沢市防災危機管理課地域防災専門
員に就任した鈴木伴子元３等陸佐をご紹介します。
防災監を希望したのは、自衛隊の経験を活かした職業に就き
たいと考えていたためとのことであり、現在の業務内容は、主
に防災出前講座を開き「ハザードマップ」の見方や、災害時の
対応などを事前に決めておく行動計画「マイ・タイムライン」
の説明など、市民の防災意識の向上に取り組まれています。
今後やりたい事を聞くと、「年齢問わず地域の皆さんに、
自分の存在（地域防災専門員）を知ってもらいたい。様々な機
会を活用して防災について広く関心を持つことで、防災意識が
向上し地域力が上がっていくよう努力したい。」と話されまし
た。

定年退職前の幹部自衛官（１尉以上又は１尉職に就いている
２尉）で防災監を希望する方は、方面総監部が実施する「防
災・危機管理教育」をまず受講することをお勧めいたします。

『尾花沢市長 結城 裕 氏』
市民のための防災の公助として、

これまでの経験を遺憾なく発揮し
ていただきたいと期待を寄せてい
る。

掲載された「朝雲」新聞


